
［
総
合
の
部
］

　

優
勝　

蔵
之
元
分
団

　

２
位　

中
央
分
団

　

３
位　

城
川
内
分
団

［
ポ
ン
プ
車
の
部
］

　

優
勝　

諸
浦
分
団

　

２
位　

中
央
分
団

　

３
位　

蔵
之
元
分
団

［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

　

優
勝　

中
央
分
団
鷹
巣
班

　

２
位　

城
川
内
分
団
城
川
内
班

　

３
位　

城
川
内
分
団
唐
隈
班

大
会
成
績

　

７
月
６
日
、
蔵
之
元
漁
港
で
平
成

26
年
度
長
島
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
カ
月
に
も
及
ぶ
厳
し
い
練
習
を

重
ね
た
団
員
ら
が
、
ポ
ン
プ
車
の
部

に
11
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に

20
チ
ー
ム
出
場
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
、
諏
訪
義
則
長
島
町
消

防
団
長
が
２
９
３
名
の
人
員
報
告
を

し
、大
会
会
長
の
川
添
健
町
長
が「
災

害
に
は
、
常
日
頃
の
訓
練
が
必
要
不

可
欠
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
厳
し
い

訓
練
に
耐
え
て
き
た
成
果
を
発
揮
し

て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

競
技
に
入
る
と
、
選
手
ら
は
直
前

ま
で
入
念
に
操
作
の
確
認
を
繰
り
返

し
、
待
機
線
で
そ
の
時
を
待
ち
ま
し

た
。
指
揮
者
の
号
令
が
静
ま
り
返
っ

た
場
内
に
響
き
渡
る
と
、
俊
敏
な
動

作
で
器
具
の
取
り
扱
い
な
ど
を
競
い

ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
高
い
気
温
と
湿
度
の
中

で
競
技
し
、
午
後
か
ら
は
叩
き
つ
け

る
よ
う
な
大
雨
に
打
た
れ
ま
し
た
。

選
手
も
そ
れ
を
見
守
る
団
員
も
ず
ぶ

ぬ
れ
に
な
っ
て
、
心
を
一
つ
に
最
後

ま
で
競
い
ま
し
た
。
指
揮
者
が
「
撤

収
！
」
と
指
示
す
る
と
選
手
ら
は

安あ
ん
ど堵
の
表
情
に
変
わ
り
、
場
内
か
ら

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
優
勝
し
た
チ
ー

ム
は
、
出
水
支
部
大
会
へ
の
出
場
が

決
定
し
、
８
月
３
日
の
同
支
部
大
会

へ
向
け
、
さ
ら
に
厳
し
い
練
習
を
続

け
ま
し
た
。

個
人
賞

［
ポ
ン
プ
車
の
部
］

　

指
揮
者　

瀬
嵜　

賢
治（
諸
浦
分
団
）

　

１
番
員　

山
崎　

修
徳（
蔵
之
元
分
団
）

　

２
番
員　

石
元　

淳
平（
諸
浦
分
団
）

　

３
番
員　

白
石　

隆
浩（
諸
浦
分
団
）

　

４
番
員　

礒
永　

慎
也（
諸
浦
分
団
）

［
小
型
ポ
ン
プ
の
部
］

　

指
揮
者　

岩
塚　

吉
輝

　
　
　
　
（
浦
底
分
団
福
ノ
浦
班
）

　

１
番
員　

飯
尾　

裕
樹

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
城
川
内
班
）

　

２
番
員　

上　

晃
盛

　
　
　
　
（
中
央
分
団
鷹
巣
班
）

　

３
番
員　

米
尾　

豊

　
　
　
　
（
城
川
内
分
団
城
川
内
班
）

↑大雨の中、操法を披露する選手

すべての競技に温かい拍手

5 広報ながしま


